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1風と人と土 3
田中樹・宮 英寿・石本雄大 編
フィールドで出会う
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使用写真
　　表紙      畜力揚水井戸で水を汲み上げる少年
　　　　　      ［ 2015 年 10 月　インド・ラージャスターン州　撮影＝宮㟢英寿］
　　P. 1       おとうさんのウシ
　　　　　      ［ 2010 年 6 月　ザンビア南部州　撮影＝石本雄大］
　　P. 2       スイギュウと少年
　　　　　      ［ 2015 年 10 月　インド・ラージャスターン州　撮影＝宮㟢英寿］
　　P. 3       刈り残されたソルガムの穂
　　　　　      ［ 2008 年 3 月　ザンビア・南部州　撮影＝田中樹］
　　P. 4       さんぱつイタイよー！
　　　　　      ［ 2009 年 6 月　ザンビア・南部州　撮影＝石本雄大］
　　P. 5       川辺に建つ家々の石垣はきれいだが、トイレや台所の汚水パイプが突き出ているのは困ったものだ
　　　　　      ［ 2017 年 10 月　インドネシア・ボゴール市　撮影＝田中樹］
　　P. 6       インド洋で魚釣り、でも、空振り
　　　　　      ［ 2018 年 2 月　タンザニア・ザンジバル　撮影＝田中樹］
　　P. 7       沢山とれたよトウモロコシ
　　　　　      ［ 2010 年 1 月　ザンビア・南部州　撮影＝石本雄大］
　　P. 8       作物残渣の除去作業
　　　　　      ［ 2014 年 6 月　セネガル・中西部　撮影＝清水貴夫］
　　P. 9       仔ヒツジを抱く牧畜民の子ども
　　　　　      ［ 2014 年 8 月　インド・ラージャスターン州　撮影＝宮㟢英寿］
　　裏表紙  夜店を飾る幻想的なランタンの灯
　　　　　      ［ 2017 年 9 月　ベトナム・ホイアン市　撮影＝田中樹］
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多くの執筆者の協力を得て、早くも「フィールドで出会う風と人と土」の
第三巻をお届けすることができました。
第一巻（2017年3月）と第二巻（2018年2月）、そして今回の第三巻の記事
を読んでいて思い浮かんだ言葉があります。それは、「ひらめき」です。
「ひらめき」という言葉は、「思いつき」ではありません。言い直すと「長い
あいだ心の中にとどめてきた発見や経験や想いなどが熟成し、ある瞬間に
明快でまとまりのある言葉やイメージとともにあらわれること」でしょうか。
無理して難しく言うと「蓄積された知識や経験の瞬間的な洞察の発露」と
言えるかもしれません。
このエッセイの記事は、「ひらめき」に至る前の発見や経験や想いを紡いだ
ものです。それらを豊かにするものは、一人ひとりの感性や優しい眼差し、
様々な問題に向き合う厳しい態度、理想の実現を目指す強い心、そしてユー
モアだと信じています。
このエッセイを手に取ったあなたは、多くの未完成な研究者たちに出会って
います。そこから見えてくる風景は、アジアやアフリカとそこに住まう人びと
につながっています。これから研究の中で幾度も訪れるであろう「ひらめき」
は、このような人びとと共にあります。また、あなたと共にあります。
田中樹、宮㟢英寿、石本雄大
13
カドナで朝食を 　渡邊芳倫
西アフリカ外食紀行 その4 ― ワガドゥグの厳母 　清水貴夫
市場での出会いとお弁当 　荒木良一
デーツの名産地 ― サハラのオアシス都市ビスクラ 　石山俊
サヘルのウシはいつ眠る ― ブルキナファソ、サヘル地域の牧畜民フルベの事例 　宮㟢英寿
ガーナの子どもと何して遊ぶ？ ― トロトロごっことだるまさんが転んだ 　桐越仁美
徒弟アジズのお金の話 　遠藤聡子
受け継がれるもの 　神代ちひろ
嘘つきは本当に悪い人？ 　柴田誠
熱帯アフリカのフィールド調査では体調管理が大切 　角野貴信
裁判から見えたこと ― 子どもに石を投げられて 　砂野唯 
撮られるのは音楽に興じるその姿 　大門碧
印度の井戸 　遠藤仁
極小書店の心意気 　寺田匡宏
編者と執筆者の紹介
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